
報告事項について 

 

 

１ 光市・大和町新市建設計画の変更について 

旧光市と大和町の合併時に策定した「光市・大和町新市建設計画」の計画期間を、平成

３１年３月２２日に市議会の議決を得て、次のように変更しました。 

 

変更前 変更後 

平成１６年度から平成３１年度まで

の約１５年間 

平成１６年度から平成３６年度（２０２

４年度）までの約２０年間   

※５年間延長 

 

【参考】 

光市・大和町新市建設計画について 
 

合併後のまちづくりについては、新市建設計画に基づき、展開してきましたが、その

後、より総合的な観点からまちづくりを進めるため、平成１９年に「光市総合計画」を

策定し、現在は、総合計画に基づいて計画的なまちづくりを進めており、新市建設計画

は、主に「合併特例債を活用するための根拠」としての役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「合併特例債」とは 

合併市町村が新市建設計画に基づいて行う一定の事業や基金造成に要する経費に充当

できる地方債（借金）のことですが、借入額の７割が地方交付税の対象になり、他の地

方債と比べて大変有利なものです。 

 

２ 次回の開催について 

次回の協議会は、８月の後半開催の予定です。 

次回は、分科会方式により、３班程度に分かれての開催を検討しています。 

H16 
 

新市建設計画 

 

H19から 
 

総合計画 

【期間】H16～H31 

【目的・概要】 

・合併後の新市の建設を、 

総合的かつ効果的に推進 

・具体的な施策の推進による、 

新市の速やかな一体化の 

促進 

・特に合併時に想定する主要 

 な方針等に特化 

 

 

 

 

 

【期間】1次：H19～H28 

2次：H29～H33 

【目的・概要】 

・光市の将来像の実現に向け 

て、基本的な目標と方向性 

を明示 

・他の行政計画の柱 

・新たな課題やニーズを踏ま 

えつつ、より総合的な観点 

から策定 

・合併に伴う財政支援を受け 

る際の根拠 

 

 

 

 

 

 

理念を 

継承 

資料４ 

合併特例債の有効活用 引き続き合併特例債活用 

まちづくり 

新市建設計画延長 

http://gijiroku.city.hikari.lg.jp/dsweb.exe/document!1!guest07!!1549!0!1!1,-1,1!996!57388!1,-1,1!996!57388!4,3,2!1!1!17549!12!1?Template=DocPage#hit1

